
東海防衛支局

冬号の主な内容

♦令和４年版防衛白書(日本の防衛)

♦自衛隊の記念行事と航空祭

（陸自）豊川駐屯地／第１０師団／明野駐屯地及び航空学校 （空自）岐阜基地

♦周辺対策事業の紹介（各務原市大伊木・大牧地区学習等供用施設）

♦愛三岐のまちから（玉城町）

♦東海三県の防衛生産・技術基盤（豊和工業株式会社）

♦防衛省職員採用業務の紹介

２０２2
令和4年

冬東 海 防 衛 だ よ り

愛知・岐阜・三重３県の防衛広報誌

愛知県政１５０周年記念 ブルーインパルス展示飛行 演目レベル・サンライズ（名古屋城上空）

（写真提供：愛知県）



ま
た
、
取
り
外
せ
る
別
冊
の
み
で
も
、
わ
が
国
が
直
面
す
る
課
題
と
こ
れ

に
対
す
る
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
取
組
を
簡
潔
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
工

夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

【
巻
頭
特
集
・
Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
】

直
面
す
る
安
全
保
障
上
の
課
題
、
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
「
抑
止
力
」

に
つ
い
て
、
写
真
や
図
な
ど
も
多
用
し
、
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
１

直
面
す
る
安
全
保
障
上
の
課
題

Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
２

平
和
を
生
む
「
抑
止
力
」

Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
３

新
た
な
領
域
や
分
野
に
お
け
る
取
組

Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
４

望
ま
し
い
安
全
保
障
環
境
の
創
出

【
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
】

本
文
の
抜
粋
で
は
な
く
、
各
章
の
要
点
を
短
く
ま
と
め
た
も
の
と
し
て

い
ま
す
。

令
和
４
年
版
防
衛
白
書
（
日
本
の
防
衛
）

２０２２年（令和４年）冬号

令
和
４
年
版
防
衛
白
書
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
や
米

中
を
中
心
と
し
た
戦
略
的
競
争
の
一
層
の
顕
在
化
な
ど
、
わ
が
国
が
直

面
す
る
安
全
保
障
上
の
課
題
に
つ
い
て
解
説
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ

う
な
厳
し
い
安
全
保
障
環
境
下
で
の
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
防
衛
力
強
化

の
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

地 方 協 力

確 保 事 務

こちらのＱＲコードまた
は防衛省ホームページか
らご覧いただけます。

防
衛
白
書
の
概
要

〈画像：令和４年版防衛白書より転載〉

表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
Ａ
Ｉ
ア
ー
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
な
ど
の
技
術
が
安
全
保
障
の
あ
り
方
を
変
え
る

時
代
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
先
端
技
術
も
活
用
し
、
日
本
を
守
り
抜
い

て
い
く
と
い
う
決
意
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

１



地
方
公
共
団
体
な
ど
へ
の
説
明

２０２２年（令和４年）冬号

愛知県 大村知事（写真右）

岐阜県 古田知事（写真左）

三重県 一見知事（写真右）

東
海
防
衛
支
局
で
は
、
管
轄
区
域
内
の
地
方
公

共
団
体
の
長
な
ど
に
対
し
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
の

各
種
施
策
の
基
本
的
事
項
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
、
可
能
な
限
り
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
施
策
に

対
す
る
問
題
意
識
や
要
望
な
ど
の
把
握
に
努
め
、

地
方
公
共
団
体
な
ど
の
幅
広
い
理
解
を
得
ら
れ
る

よ
う
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
と
地
方
公
共
団
体
な
ど

と
の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

10
月
に
は
愛
知
県
知
事
と
岐
阜
県
知
事
、
11
月

に
は
三
重
県
知
事
に
対
し
て
宮
原
支
局
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
防
衛
白
書
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
管
轄
区
域
内
の
地
方
公
共
団
体
な
ど
へ

説
明
・
配
布
を
行
っ
て
お
り
、
本
年
度
も
、
地
方

協
力
本
部
が
実
施
す
る
も
の
を
あ
わ
せ
、
す
べ
て

の
地
方
公
共
団
体
に
防
衛
白
書
の
説
明
・
配
布
を

行
い
ま
し
た
。

防
衛
白
書
は
一
般
の
書
店
で
も
販
売
し
て
い
る

ほ
か
防
衛
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
電
子
版
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
防
衛
白
書
は
難
し
そ
う
だ
な
と
感
じ
る

人
向
け
に
「
は
じ
め
て
の
防
衛
白
書
」
第
２
版
も

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
わ
せ
て
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こちらのQR
コードまたは
防衛省ホーム
ページからご
覧いただけま
す。

２



自
衛
隊
の
記
念
行
事
と
航
空
祭

（
陸
自
）
豊
川
駐
屯
地
創
立
72
周
年
記
念
行
事
／
第
10
師
団
創
立
60
周
年
記
念
行
事
／
明
野
駐
屯
地

開
設
67
周
年
及
び
航
空
学
校
創
立
70
周
年
記
念
行
事

（
空
自
）
岐
阜
基
地
航
空
祭
２
０
２
２

２０２２年（令和４年）冬号

令
和
４
年
10
月
15
日
に
「
豊
川
駐
屯
地
創
立
72
周
年
記
念
行
事
」
（
愛
知
県
豊
川
市
）
、
11
月
13
日
に
「
第
10
師
団
創
立
60
周
年

記
念
行
事
」
（
愛
知
県
名
古
屋
市
守
山
区
）
、
「
明
野
駐
屯
地
開
設
67
周
年
及
び
航
空
学
校
創
立
70
周
年
記
念
行
事
」
（
三
重
県
伊

勢
市
）
と
「
岐
阜
基
地
航
空
祭
２
０
２
２
」
（
岐
阜
県
各
務
原
市
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
行
事
と
航
空
祭
で
は
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
地
上
展
示
や
訓
練
展
示
、
飛
行
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
、
来
場
さ
れ
た
方
々
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

豊川駐屯地

イ ベ ン ト

岐阜基地

【豊川駐屯地創立72周年記念行事】

【岐阜基地航空祭2022】

東
海
防
衛
支
局
で
は
「
豊
川
駐

屯
地
創
立
72
周
年
記
念
行
事
」
と

「
岐
阜
基
地
航
空
祭
２
０
２
２
」

に
参
加
し
、
政
策
広
報
を
行
い
、

令
和
４
年
版
防
衛
白
書
の
要
点
を

ま
と
め
た
パ
ネ
ル
展
示
を
行
う
と

と
も
に
、
支
局
広
報
誌
「
東
海
防

衛
だ
よ
り
」
や
「
は
じ
め
て
の
防

衛
白
書
」
第
2
版
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
な
ど
を
配
布
し
ま
し
た
。

（写真提供：明野駐屯地）

（写真提供：第１０師団）

【明野駐屯地開設６７周年及び
航空学校創立７０周年記念行事】

【第１０師団創立６０周年記念行事】

３

（写真提供：明野駐屯地）

（写真提供：第１０師団）

（写真提供：岐阜基地）（写真提供：岐阜基地）

【支局ブース（パネル展示）】



防
衛
施
設
周
辺
民
生
安
定
施
設
整
備
事
業
と
は
、
自
衛
隊
な
ど
の
行
為
・

防
衛
施
設
の
設
置
や
運
用
に
よ
り
生
ず
る
障
害
を
緩
和
す
る
た
め
、
地
方
公

共
団
体
な
ど
が
行
う
施
設
の
整
備
な
ど
に
対
し
て
行
う
補
助
事
業
で
す
。

大
伊
木
・
大
牧
地
区
学
習
等
供
用
施
設

（
民
生
安
定
施
設
整
備
事
業(

防
音
助
成)

）

防 衛 施 設

周辺対策事業

岐阜飛行場

周辺

２０２２年（令和４年）冬号

防
衛
省
で
は
、
飛
行
場
な
ど
に

お
け
る
自
衛
隊
な
ど
の
航
空
機
に

よ
る
離
着
陸
な
ど
の
実
施
に
よ
り

生
ず
る
音
響
に
よ
る
障
害
の
緩
和

に
資
す
る
た
め
、
「
防
衛
施
設
周

辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す

る
法
律
」
第
８
条
に
基
づ
き
、
民

生
安
定
施
設
整
備
事
業
（
防
音
助

成
）
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
が

必
要
な
施
設
の
整
備
を
実
施
す
る

と
き
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補

助
し
て
い
ま
す
。

各
務
原
市
大
伊
木
・
大
牧
地
区

学
習
等
供
用
施
設
（
各
務
原
市
大

伊
木
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
は
、

平
成
８
年
度
に
民
生
安
定
施
設
整

備
事
業
（
防
音
助
成
）
に
よ
り
建

設
し
ま
し
た
が
、
竣
工
後
25
年
が

経
過
し
、
施
設
や
空
調
機
器
の
老

朽
化
が
著
し
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

令
和
３
～
４
年
度
に
か
け
総
事
業

費
約
1
億
円
、
補
助
額
約
5
千
２

百
万
円
の
交
付
を
行
い
、
改
修
工

事
を
実
施
し
、
令
和
４
年
６
月
に

完
成
し
ま
し
た
。

空調設備、照明器具取り替え前の集会室（工事前）空調設備、照明器具取り替え後の集会室（工事後）

利
用
者
の
声

今
回
の
改
修
工
事
で
、
冷
暖

房
機
器
の
取
り
替
え
を
行
い
、

加
湿
機
能
が
追
加
さ
れ
、
冬
場

の
環
境
に
配
慮
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

床
の
張
り
替
え
に
よ
り
き
れ

い
に
な
り
、
照
明
器
具
も
取
り

替
え
ら
れ
、
部
屋
が
2
倍
明
る

く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
、
夜
間

の
活
動
が
し
や
す
く
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
ト
イ
レ
は
洋
式
便
器

と
な
り
、
高
齢
者
も
気
軽
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大伊木･大牧地区学習等供用施設
（施設外観 改修後）

４

改
修
後
は
、
空
調
設
備
機
器
・

照
明
器
具
の
取
り
替
え
、
入
口
の

ス
ロ
ー
プ
設
置
、
階
段
の
手
す
り

設
置
、
床
の
張
り
替
え
や
ト
イ
レ

便
器
の
取
り
替
え
な
ど
、
高
齢
者

や
障
害
者
の
方
の
利
用
に
配
慮
し

た
施
設
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
地
域

の
皆
さ
ま
の
社
会
活
動
の
場
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

外部改修：入口のスロープ設置、塗装塗り替え



【
自
衛
隊
と
の
関
わ
り
】

た
ま
き
ち
ょ
う

「
愛
三
岐
の
ま
ち
か
ら
」

田丸城址と桜

２０２２年（令和４年）冬号

三
重
県
度
会
郡
（
わ
た
ら
い
ぐ
ん
）
玉
城
町

は
県
南
部
伊
勢
市
に
隣
接
し
、
古
来
よ
り
伊
勢

神
宮
の
参
拝
客
が
集
ま
る
宿
場
町
と
し
て
、
ま

た
、
世
界
遺
産
熊
野
古
道
出
立
（
い
で
た
ち
）

の
地
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
町
の
中

心
に
は
、
織
田
信
長
の
次
男
信
雄
（
の
ぶ
か

つ
）
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
た
と
さ
れ
る
田
丸
城

址
（
県
指
定
文
化
財
）
が
あ
り
、
「
続
日
本
1

０
０
名
城
」
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
起
伏
も

穏
や
か
で
地
理
的
に
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
り
、

町
の
中
心
か
ら
半
径
6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
に

約
1
万
5
千
人
が
暮
ら
す
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

と
な
っ
て
い
ま
す
。

三
重
県

玉
城
町

【
だ
れ
も
が
安
心
し
て
、

元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
】

村 修一 玉城町長

１
，
５
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
優
良
農
地
を
活

か
し
た
多
彩
な
農
業
を
中
心
に
、
企
業
誘
致
の

推
進
に
よ
り
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
京
セ
ラ
ド
キ

ュ
メ
ン
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、
美
和
ロ
ッ
ク

を
は
じ
め
、
多
く
の
優
良
企
業
に
支
え
ら
れ
、

県
内
で
は
珍
し
い
人
口
減
少
の
少
な
い
ま
ち
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
政
策
で
は
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
、
マ
イ

保
健
師
、
子
ど
も
医
療
費
の
無
償
化
な
ど
の
子

育
て
分
野
、
理
科
実
験
教
員
の
配
置
や
レ
ゴ
ブ

ロ
ッ
ク
を
活
用
し
た
英
語
学
習
な
ど
の
教
育
分

野
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス

や
地
域
で
体
操
を
行
う
健
康
づ
く
り
分
野
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
公
金
収
納
な
ど
暮
ら

し
に
根
差
し
た
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
政
策
を
進

め
る
こ
と
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年

６
月
に
は
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を
宣
言

し
、
現
在
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

昨
年
の
東
海
地
域
の
「
町
の
住
み
こ
こ
ち
ラ

ン
キ
ン
グ
」
（
大
東
建
託(

株)

賃
貸
未
来
研
究

所
）
で
は
、
県
内
２
位
と
い
う
評
価
が
出
て
お

り
、
引
き
続
き
「
ず
っ
と

も
っ
と

笑
顔
で

暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

町
内
に
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
離
発
着
を
訓
練

す
る
玉
城
訓
練
場
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
隣
接

す
る
伊
勢
市
に
あ
る
航
空
学
校
本
校
を
併
設
し

た
陸
上
自
衛
隊
明
野
駐
屯
地
と
も
関
わ
り
が
深

く
、
例
年
開
催
さ
れ
る
航
空
祭
や
町
主
催
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
、
以
前
か
ら
地
域
に
根
差

し
、
地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
る
存
在
と
な
っ
て

い
ま
す
。

最
近
で
は
若
手
職
員
の
宿
泊
研
修
も
快
く
受

諾
し
て
頂
い
て
お
り
、
町
に
と
っ
て
も
力
強
い

存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

５



防
衛
の
一
端
を
担
う
高
度
な
技
術

東
海
三
県
の
防
衛
生
産
・
技
術
基
盤

豊
和
工
業
株
式
会
社

防 衛 装 備 品

調 達 事 務豊
和
工
業
株
式
会
社
の
歴
史

豊和工業株式会社（本社）

76
㎜
発
煙
弾
発
射
機

７６㎜発煙弾発射機

76
㎜
発
煙
弾
発
射
機
は
、
76
㎜
発

煙
弾
を
発
射
す
る
た
め
10
式
戦
車
、

水
陸
両
用
車
な
ど
に
装
備
さ
れ
て
い

ま
す
。

１
２
０
㎜
迫
撃
砲
Ｒ
Ｔ

７６㎜発煙弾

１２０㎜迫撃砲ＲＴ
８１㎜迫撃砲Ｌ１６

豊
和
工
業
株
式
会
社
（
愛
知
県
清

須
市
）
は
、
明
治
40
年
２
月
に
、
繊

維
機
械
の
国
産
化
・
量
産
化
を
目
指

し
、
豊
田
式
織
機
株
式
会
社
と
し
て

創
業
し
ま
し
た
。

昭
和
７
年
よ
り
、
織
機
製
造
で
培

っ
た
鋳
物
製
造
技
術
を
用
い
陸
軍
造

兵
廠
名
古
屋
工
廠
が
発
注
し
た
手
り

ゅ
う
弾
の
弾
体
の
製
造
を
始
め
ま
し

た
。そ

の
後
、
工
作
機
械
、
鋳
鋼
な
ど

も
手
掛
け
は
じ
め
、
戦
時
中
は
、
99

式
小
銃
の
ほ
か
、
火
砲
、
航
空
機
部

品
な
ど
を
製
造
し
て
い
ま
し
た
。

戦
後
は
繊
維
機
械
、
工
作
機
械
な

ど
の
製
造
を
い
ち
早
く
再
開
さ
せ
る

と
と
も
に
、
小
銃
や
猟
銃
の
開
発
・

製
造
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
時
代
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
べ
く
新
分
野
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
電
子
機
械
、
空
油
圧
機
器
、

１
２
０
㎜
迫
撃
砲
Ｒ
Ｔ
は
、
１
０

７
㎜
迫
撃
砲
の
後
継
で
あ
り
、
長
射

程
化
、
対
軽
装
甲
弾
の
導
入
、
車
輪

に
よ
る
機
動
性
の
向
上
な
ど
の
特
徴

を
有
し
て
い
ま
す
。

過
去
（
令
和
2
年
夏
号
）
の
記
事

で
は
、
防
衛
生
産
・
技
術
基
盤
と
し

て
同
社
が
89
式
小
銃
か
ら
20
式
小
銃

へ
の
更
新
を
機
に
「
小
銃
の
製
造
技

術
」
と
「
小
銃
の
『
命
』
を
創
り
出

す
匠
の
技
」
へ
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
し
た
が
、
今
回
は
同
社
で
製
造

し
て
い
る
そ
の
他
の
火
器
の
一
部
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。

２０２２年（令和４年）冬号６

清
掃
車
両
、

金
属
製
建

具
と
い
っ

た
幅
広
い

分
野
で
事

業
を
展
開

し
て
い
ま

す
。

81
㎜
迫
撃
砲
Ｌ
16

81
㎜
迫
撃
砲
Ｌ
16

も
ま
た
、
64
式

81
㎜
迫
撃
砲
の
後
継
で
あ
り
、
長
射

程
化
、
軽
量
化
（
重
量
約
52
㎏⇒

約

38
㎏
）
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
豊
和
工
業
株
式
会
社

は
、
１
０
０
年
を
超
え
る
歴
史
の

中
で
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し

て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
創
業
時
よ
り
変
わ
ら

な
い
絶
え
ず
変
革
に
取
り
組
む
姿

勢
で
、
小
火
器
な
ど
の
安
定
し
た

製
造
と
供
給
を
継
続
す
る
こ
と
で
、

防
衛
生
産
・
技
術
の
一
翼
を
担
っ

て
い
ま
す
。

防
衛
生
産
・
技
術

上：儀じょう隊／ 下：儀じょう銃

国
賓
な
ど
が
、
来
日
さ
れ
た
場

合
な
ど
に
行
う
特
別
儀
じ
ょ
う
に

使
用
す
る
儀
じ
ょ
う
銃
も
同
社
に

よ
り
国
産
化
さ
れ
ま
し
た
。

儀
じ
ょ
う
銃



防
衛
省
職
員
採
用
業
務
の
ご
紹
介

職 員 採 用

東
海
防
衛
支
局
は
、
人
事
院
が
実
施
す
る
国
家
公
務

員
採
用
一
般
職
試
験
の
合
格
者
か
ら
職
員
を
採
用
し
て

い
ま
す
。

７２０２２年（令和４年）冬号

東
海
防
衛
支
局
で
は
、
国
家
公
務

員
採
用
一
般
職
試
験
（
大
卒
・
高
卒

程
度
）
各
合
格
者
の
中
か
ら
職
員

（
事
務
官
及
び
技
官
）
を
毎
年
採
用

し
て
お
り
、
採
用
に
向
け
て
様
々
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

東海防衛支局ホームページ
「採用情報」
https://www.mod.go.jp/rdb/toukai/saiyou/saiyou.html

人事院ホームページ
「国家公務員試験採用情報ＮＡＶＩ」
https://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.html

※ 上記イベント等については今後計画の都度、

当支局・防衛省HP等でお知らせいたします。

【
大
卒
程
度
採
用
活
動
】

防
衛
省
業
務
セ
ミ
ナ
ー
／
現
場
説
明
会

【
高
卒
程
度
採
用
活
動
】

防
衛
省
機
関
訪
問
／
業
務
説
明
会

（
高
卒
程
度
）
に
申
し
込
み

を
さ
れ
た
方
を
対
象
と
し
て
、

10

月
に
東
海
防
衛
支
局
以
外
の

防
衛
省
の
機
関
と
合
同
で
業

務
説
明
会
を
開
催
し
、
６
日

間
で
約
80

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

業
務
説
明
会
で
は
、
業
務

の
概
要
、
人
事
管
理
の
特
色
、

給
与
な
ど
の
処
遇
に
つ
い
て

説
明
し
、
参
加
者
が
関
心
を

も
っ
た
機
関
と
面
談
を
行
い

ま
し
た
。

面
談
で
は
、
勤
務
環
境
や

福
利
厚
生
に
つ
い
て
も
ご
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

業
務
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
業
務
の

概
要
、
人
事
管
理
の
特
色
、
給
与

な
ど
の
処
遇
に
関
す
る
説
明
の
ほ

か
、
若
手
職
員
と
の
懇
談
を
実
施

し
ま
し
た
。

ま
た
、
陸
上
自
衛
隊
守
山
駐
屯

地
や
航
空
自
衛
隊
岐
阜
基
地
に
お

い
て
現
場
説
明
会
を
実
施
し
、
実

際
に
防
衛
省
で
勤
務
す
る
環
境
を

ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

国
家
公
務
員
採
用
一
般
職
試
験

（
大
卒
程
度
）
に
申
し
込
み
を
さ

れ
た
方
を
対
象
と
し
て
、
令
和
４

年
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
東
海

防
衛
支
局
以
外
の
防
衛
省
の
機
関

（
陸
上
自
衛
隊
な
ど
）
と
合
同
で

防
衛
省
業
務
セ
ミ
ナ
ー
及
び
現
場

説
明
会
を
開
催
し
、
６
日
間
で
約

60
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

若手職員との懇談

防衛省職員業務概要説明

防衛省職員業務概要説明

防衛省各機関職員との質疑応答

大卒程度 大卒程度

高卒程度

高卒程度

発行：東海防衛支局広報誌編集委員会
〒４６０－０００１
愛知県名古屋市中区三の丸２－２－１

名古屋合同庁舎第１号館
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２０２２年（令和４年）冬号
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https://www.mod.go.jp/rdb/tokai/

国
家
公
務
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採
用
一
般
職
試
験
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